
(57)【要約】

【課題】　ゲートラインを通して画素領域内の薄膜トラ

ンジスタに供給される走査信号のパルス幅を薄膜トラン

ジスタのオンタイムより長くすることにより、信号のパ

ルス立ち上がりの遅延による不良を防止すると共に、隣

接するゲートラインに重なる走査信号を供給することに

より、サイズやコストを増大・増加させることなく、信

号のパルス立ち上がりの遅延による不良を効率的に防止

する液晶表示素子を提供する。

【解決手段】　液晶表示素子は、複数のゲートラインと

複数のデータラインとにより定義される複数の画素を備

え、各画素に薄膜トランジスタを備える画素領域を含む

液晶パネルと、非晶質半導体からなり液晶パネル内に形

成され、上記画素領域の薄膜トランジスタのオンタイム

より長いパルス幅を有する走査信号をゲートラインに入

力するゲート駆動部と、データラインと接続されてデー

タラインに画像信号を入力するデータ駆動部とを含む。

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン と 複 数 の デ ー タ ラ イ ン と に よ り 定 義 さ れ る 複 数 の 画 素 を 備 え 、 前 記
各 画 素 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 備 え る 画 素 領 域 を 含 む 液 晶 パ ネ ル と 、
　 非 晶 質 半 導 体 か ら な り 前 記 液 晶 パ ネ ル 内 に 形 成 さ れ 、 前 記 画 素 領 域 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
の オ ン タ イ ム よ り 長 い パ ル ス 幅 を 有 す る 走 査 信 号 を 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン に 入 力 す る ゲ ー ト 駆
動 部 と 、
　 前 記 デ ー タ ラ イ ン と 接 続 さ れ て 前 記 デ ー タ ラ イ ン に 画 像 信 号 を 入 力 す る デ ー タ 駆 動 部 と
、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ゲ ー ト 駆 動 部 が 、
　 奇 数 番 目 の ゲ ー ト ラ イ ン に 走 査 信 号 を 供 給 す る 第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 と 、
　 偶 数 番 目 の ゲ ー ト ラ イ ン に 走 査 信 号 を 供 給 す る 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 と 、
　 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 及 び ／ 又 は 前 記 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 が そ れ ぞ れ 同 期 化 さ れ た 信
号 を 順 次 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 と 前 記 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 と か ら 出 力 さ れ て 隣 接 す る ゲ ー ト ラ
イ ン に 供 給 さ れ る 走 査 信 号 は 、 パ ル ス 幅 が 重 な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶
表 示 素 子 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 隣 接 す る ゲ ー ト ラ イ ン に 供 給 さ れ る 走 査 信 号 は 、 パ ル ス 幅 が 半 周 期 重 な る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 及 び 前 記 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 が そ れ ぞ れ 、
　 ク ロ ッ ク 信 号 を 出 力 す る ク ロ ッ ク 発 生 部 と 、
　 前 記 ク ロ ッ ク 発 生 部 か ら 入 力 さ れ た ク ロ ッ ク 信 号 に よ っ て 出 力 電 圧 を 出 力 す る 複 数 の シ
フ ト レ ジ ス タ と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 シ フ ト レ ジ ス タ に 、 ス タ ー ト 信 号 が 入 力 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の
液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ８ 】
　 第 ２ 段 以 後 の シ フ ト レ ジ ス タ の ス タ ー ト 信 号 が 、 直 前 段 の 出 力 電 圧 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 と 前 記 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 と か ら 出 力 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 は 、
一 部 の パ ル ス が 重 な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 と 前 記 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 と が 、 前 記 液 晶 パ ネ ル の 左 右 両 側 面
に 配 置 さ れ 、 前 記 奇 数 番 目 の ゲ ー ト ラ イ ン と 前 記 偶 数 番 目 の ゲ ー ト ラ イ ン と に 両 方 向 か ら
信 号 を 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン と 複 数 の デ ー タ ラ イ ン と に よ り 定 義 さ れ る 複 数 の 画 素 を 備 え 、 前 記
各 画 素 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 備 え る 画 素 領 域 を 含 む 液 晶 パ ネ ル と 、
　 非 晶 質 半 導 体 か ら な り 前 記 液 晶 パ ネ ル 内 に 形 成 さ れ 、 隣 接 す る ゲ ー ト ラ イ ン に そ れ ぞ れ
互 い に 重 な る 走 査 信 号 を 供 給 す る ゲ ー ト 駆 動 部 と 、
　 前 記 デ ー タ ラ イ ン と 接 続 さ れ て 前 記 デ ー タ ラ イ ン に 画 像 信 号 を 入 力 す る デ ー タ 駆 動 部 と
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、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 隣 接 す る ゲ ー ト ラ イ ン に 供 給 さ れ る 走 査 信 号 は 、 パ ル ス 幅 が 半 周 期 重 な る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 ゲ ー ト 駆 動 部 が 、
　 奇 数 番 目 の ゲ ー ト ラ イ ン に 走 査 信 号 を 供 給 す る 第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 と 、
　 偶 数 番 目 の ゲ ー ト ラ イ ン に 走 査 信 号 を 供 給 す る 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 と 、
　 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 及 び 前 記 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 が そ れ ぞ れ 、
　 ク ロ ッ ク 信 号 を 出 力 す る ク ロ ッ ク 発 生 部 と 、
　 前 記 ク ロ ッ ク 発 生 部 か ら 入 力 さ れ た ク ロ ッ ク 信 号 に よ っ て 出 力 電 圧 を 出 力 す る 複 数 の シ
フ ト レ ジ ス タ と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 と 前 記 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 と が 、 前 記 液 晶 パ ネ ル の 左 右 両 側 面
に 配 置 さ れ 、 前 記 奇 数 番 目 の ゲ ー ト ラ イ ン と 前 記 偶 数 番 目 の ゲ ー ト ラ イ ン と に 両 方 向 か ら
信 号 を 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 素 子 に 関 し 、 特 に 、 ゲ ー ト ラ イ ン に 供 給 さ れ る 走 査 信 号 を 設 定 さ れ
た パ ル ス 幅 よ り 延 長 す る こ と に よ り 、 信 号 の パ ル ス 立 ち 上 が り の 遅 延 に よ る 不 良 を 防 止 で
き る 液 晶 表 示 素 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 （ 以 下 、 「 Ｌ Ｃ Ｄ 」 と い う 。 ） は 、 透 過 型 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ で
あ っ て 、 携 帯 電 話 、 Ｐ Ｄ Ａ 、 ノ ー ト ブ ッ ク コ ン ピ ュ ー タ の よ う な 各 種 電 子 機 器 に 広 く 適 用
さ れ て い る 。 近 年 、 こ の よ う な Ｌ Ｃ Ｄ は 、 軽 薄 短 小 化 が 可 能 で あ り 、 高 画 質 を 実 現 で き る
と い う 点 で 、 他 の フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ に 比 べ て 実 用 化 が 急 速 に 進 ん で い る 。 さ ら
に 、 デ ジ タ ル テ レ ビ 、 高 画 質 テ レ ビ 、 壁 掛 け テ レ ビ に 対 す る 要 求 が 増 加 す る に つ れ て 、 テ
レ ビ に 適 用 で き る 大 面 積 の Ｌ Ｃ Ｄ に 対 す る 研 究 が さ ら に 活 発 に 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 に 、 Ｌ Ｃ Ｄ は 、 液 晶 分 子 を 動 作 さ せ る 方 法 に よ っ て い く つ か の 方 式 に 分 け ら れ る が
、 現 在 は 、 反 応 速 度 が 速 く 残 像 が 少 な い と い う 点 で 、 主 に ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ Ｌ Ｃ Ｄ が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ７ に 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｌ Ｃ Ｄ の 液 晶 パ ネ ル １ の 構 造 を 示 す 。 図 ７ に 示 し た よ う に
、 液 晶 パ ネ ル １ に は 、 縦 横 に 配 列 さ れ て 複 数 の 画 素 を 定 義 す る 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン ３ と 複
数 の デ ー タ ラ イ ン ５ と が 形 成 さ れ て い る 。 各 画 素 内 に は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 で あ る 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ が 配 置 さ れ 、 ゲ ー ト ラ イ ン ３ を 通 し て 走 査 信 号 が 入 力 さ れ た 際 に ス イ ッ チ ン グ
さ れ て 、 デ ー タ ラ イ ン ５ を 通 し て 入 力 さ れ る 画 像 信 号 を 液 晶 層 ９ に 供 給 す る 。 図 ７ に お い
て 、 符 号 １ １ は 蓄 積 キ ャ パ シ タ で あ り 、 入 力 さ れ る デ ー タ 信 号 を 次 の 走 査 信 号 が 供 給 さ れ
る ま で 維 持 す る 役 割 を 果 た す 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 走 査 信 号 は 、 ゲ ー ト 駆 動 部 ２ ０ か ら ゲ ー ト ラ イ ン ３ に 供 給 さ れ 、 画 像 信 号 は 、 デ ー タ 駆
動 部 ３ ４ か ら デ ー タ ラ イ ン ５ に 供 給 さ れ る 。 通 常 、 ゲ ー ト 駆 動 部 ２ ０ と デ ー タ 駆 動 部 ３ ４
は 、 駆 動 Ｉ Ｃ （ driver Integrated Circuit） か ら な り 、 液 晶 パ ネ ル １ の 外 部 に 配 置 さ れ
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て い た が 、 図 ７ に 示 し た よ う に 、 近 年 、 ゲ ー ト 駆 動 部 ２ ０ が 液 晶 パ ネ ル １ に 一 体 に 形 成 さ
れ た 構 造 の 液 晶 表 示 素 子 に 関 す る 研 究 が 活 発 に 行 わ れ て い る 。 こ の よ う に 、 ゲ ー ト 駆 動 部
２ ０ を 液 晶 パ ネ ル １ と 一 体 に 形 成 す る こ と に よ り 、 液 晶 表 示 素 子 の 体 積 を 減 少 さ せ る と 共
に 、 製 造 コ ス ト を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 方 、 デ ー タ 駆 動 部 ３ ４ は 、 液 晶 パ ネ ル １ と プ リ ン ト 基 板 （ Ｐ Ｃ Ｂ ） ３ ６ と を 接 続 さ せ
る フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 （ Ｆ Ｐ Ｃ Ｂ ） ３ ０ 上 に 装 着 さ れ 、 デ ー タ ラ イ ン ５ を 通 し て 液
晶 層 ９ に 画 像 信 号 を 供 給 す る 。 こ の と き 、 プ リ ン ト 基 板 ３ ６ に は 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 の よ
う な 部 品 と 配 線 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ８ は 、 ゲ ー ト 駆 動 部 ２ ０ の 構 造 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 図 ８ に 示 し た よ う に 、 ゲ ー ト 駆
動 部 ２ ０ は 、 複 数 の シ フ ト レ ジ ス タ ２ ２ を 備 え て お り 、 シ フ ト レ ジ ス タ ２ ２ か ら 信 号 が 順
次 出 力 さ れ て ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ に 供 給 さ れ る 。 シ フ ト レ ジ ス タ ２ ２ に は 、 ク ロ ッ ク
発 生 部 ２ ４ が 接 続 さ れ て 、 ク ロ ッ ク 発 生 部 ２ ４ か ら 発 生 し た ク ロ ッ ク 信 号 が 供 給 さ れ る 。
ま た 、 シ フ ト レ ジ ス タ ２ ２ に は 、 ス タ ー ト 信 号 が 入 力 さ れ る が 、 第 １ 段 以 後 の シ フ ト レ ジ
ス タ ２ ２ に は 、 直 前 段 の 出 力 信 号 が ス タ ー ト 信 号 と し て 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ９ は 、 前 述 し た よ う な 構 造 の シ フ ト レ ジ ス タ ２ ２ に 入 力 さ れ る ス タ ー ト 信 号 Ｓ と ク ロ
ッ ク 信 号 Ｃ １ 、 Ｃ ２ 、 Ｃ ３ 、 Ｃ ４ 、 及 び シ フ ト レ ジ ス タ ２ ２ か ら 出 力 さ れ る 出 力 電 圧 Ｖ ｏ
ｕ ｔ １ ～ Ｖ ｏ ｕ ｔ ｎ を 示 す 波 形 図 で あ る 。 各 段 に ス タ ー ト 信 号 Ｃ １ 、 Ｃ ２ 、 Ｃ ３ 、 Ｃ ４ と
ク ロ ッ ク 信 号 Ｓ が 入 力 さ れ る こ と に よ っ て 、 各 段 の シ フ ト レ ジ ス タ ２ ２ で は 、 出 力 電 圧 Ｖ
ｏ ｕ ｔ １ ～ Ｖ ｏ ｕ ｔ ｎ を 出 力 し て ゲ ー ト ラ イ ン に 順 次 供 給 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 一 方 、 ゲ ー ト 駆 動 部 は 、 液 晶 パ ネ ル 部 と 一 体 に 形 成 さ れ る 。 即 ち 、 シ フ ト レ ジ ス タ ２ ２
が 液 晶 パ ネ ル 部 と 一 体 に 基 板 上 に 形 成 さ れ る 。 従 っ て 、 シ フ ト レ ジ ス タ ２ ２ を 構 成 す る ト
ラ ン ジ ス タ な ど は 、 液 晶 パ ネ ル 部 の 画 素 領 域 に 形 成 さ れ る ス イ ッ チ ン グ 素 子 で あ る 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ と 同 様 に 、 フ ォ ト エ ッ チ ン グ 工 程 に よ り 形 成 さ れ る 。 従 っ て 、 こ の ト ラ ン ジ ス
タ は 、 通 常 、 非 晶 質 シ リ コ ン で 形 成 す る が 、 こ の よ う に 非 晶 質 シ リ コ ン で 形 成 さ れ た ト ラ
ン ジ ス タ が 備 え ら れ た シ フ ト レ ジ ス タ が 採 用 さ れ た ゲ ー ト 駆 動 部 に は 、 次 の よ う な 問 題 が
発 生 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 般 に 、 シ フ ト レ ジ ス タ ２ ２ か ら 出 力 さ れ た 出 力 電 圧 が 、 走 査 信 号 と し て ゲ ー ト ラ イ ン
を 通 し て 画 素 領 域 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 供 給 さ れ る こ と に よ っ て 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が タ
ー ン オ ン す る と 共 に 、 デ ー タ 駆 動 部 か ら 供 給 さ れ る 画 像 信 号 が タ ー ン オ ン し た 薄 膜 ト ラ ン
ジ ス タ の チ ャ ネ ル を 通 し て 蓄 積 キ ャ パ シ タ に 充 電 さ れ る 。 即 ち 、 図 ９ に 示 す 矩 形 波 状 の 出
力 電 圧 の １ 周 期 （ １ Ｈ 、 即 ち 、 液 晶 パ ネ ル の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が タ ー ン オ ン す る オ ン タ イ
ム 、 又 は 画 素 に 信 号 が 供 給 さ れ る 信 号 供 給 時 間 ） に 液 晶 層 に 信 号 が 供 給 さ れ る と 共 に 、 蓄
積 キ ャ パ シ タ に 信 号 が 充 電 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 方 、 非 晶 質 シ リ コ ン は 、 電 界 効 果 移 動 度 が 低 い こ と が 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な 低 い
電 界 効 果 移 動 度 は 、 画 素 領 域 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 供 給 さ れ る 走 査 信 号 （ 即 ち 、 シ フ ト レ
ジ ス タ の 出 力 電 圧 ） が 完 全 な 矩 形 波 に な る こ と を 妨 害 す る 。 即 ち 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、
信 号 の 上 昇 時 間 と 下 降 時 間 が 遅 延 し て 理 想 的 な 矩 形 波 に 達 し な い テ ー ル エ リ ア （ tail are
a） が 形 成 さ れ る 。 こ の よ う な 波 形 は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の オ ン タ イ ム を 減 少 さ せ る た め
、 液 晶 パ ネ ル に 画 像 信 号 の 有 効 充 電 時 間 を 減 少 さ せ 、 そ の 結 果 、 液 晶 表 示 素 子 の 画 質 を 低
下 さ せ る 主 な 原 因 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 特 に 、 近 年 、 液 晶 表 示 素 子 の 解 像 度 が 増 加 す る に つ れ て 、 画 像 信 号 の 充 電 時 間 は 次 第 に
減 少 す る 傾 向 に あ る 。 例 え ば 、 Ｑ Ｖ Ｇ Ａ 級 液 晶 表 示 素 子 の 場 合 、 １ つ の 画 素 に お け る 充 電
時 間 が 約 ６ ０ μ ｓ ｅ ｃ で あ る の に 対 し 、 高 解 像 度 で あ る Ｘ Ｇ Ａ 級 液 晶 表 示 素 子 の 場 合 は 、

10

20

30

40

50

(4) JP 2006-189767 A 2006.7.20



１ つ の 画 素 に お け る 充 電 時 間 が 約 ２ ０ μ ｓ ｅ ｃ で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う に 、 充 電 時 間 の 減 少 に よ っ て 、 低 い 電 界 効 果 移 動 度 に よ る 走 査 信 号 に お け る パ
ル ス 立 ち 上 が り の 遅 延 は 、 相 対 的 に さ ら に 大 き な 有 効 充 電 時 間 の 減 少 を 誘 発 す る た め 、 高
解 像 度 に な る に つ れ て 液 晶 表 示 素 子 の 画 質 が さ ら に 低 下 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 低 い 電 界 効 果 移 動 度 に よ る 問 題 を 解 決 す る た め に は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 非 常 に 大 き く
（ 例 え ば 、 数 千 μ ｍ 程 度 ） 製 作 し な け れ ば な ら な い が 、 こ の 場 合 、 ゲ ー ト 駆 動 部 を 形 成 す
る た め の 領 域 が 大 幅 に 増 加 す る た め 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 大 き く 形 成 す る 場 合 の 問 題 を 解
決 す る こ と は 実 質 的 に 不 可 能 で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 ゲ ー ト ラ イ ン を 通 し て 画
素 領 域 内 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 供 給 さ れ る 走 査 信 号 の パ ル ス 幅 を 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の オ ン
タ イ ム よ り 長 く す る こ と に よ り 、 信 号 の パ ル ス 立 ち 上 が り の 遅 延 に よ る 不 良 を 防 止 で き る
液 晶 表 示 素 子 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 隣 接 す る ゲ ー ト ラ イ ン に 重 な る 走 査 信 号 を 供 給 す る こ と に よ り 、
サ イ ズ や コ ス ト を 増 大 ・ 増 加 さ せ る こ と な く 、 信 号 の パ ル ス 立 ち 上 が り の 遅 延 に よ る 不 良
を 効 率 的 に 防 止 で き る 液 晶 表 示 素 子 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 素 子 は 、 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン
と 複 数 の デ ー タ ラ イ ン と に よ り 定 義 さ れ る 複 数 の 画 素 を 備 え 、 各 画 素 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
を 備 え る 画 素 領 域 を 含 む 液 晶 パ ネ ル と 、 こ の 液 晶 パ ネ ル に 形 成 さ れ 、 画 素 領 域 の 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ の オ ン タ イ ム よ り 長 い パ ル ス 幅 を 有 す る 走 査 信 号 を ゲ ー ト ラ イ ン に 入 力 す る ゲ ー
ト 駆 動 部 と 、 デ ー タ ラ イ ン と 接 続 さ れ て デ ー タ ラ イ ン に 画 像 信 号 を 入 力 す る デ ー タ 駆 動 部
と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 ゲ ー ト 駆 動 部 が 、 奇 数 番 目 の ゲ ー ト ラ イ ン に 走 査 信 号 を 供 給 す る 第 １ の ゲ ー ト 駆 動
部 と 、 偶 数 番 目 の ゲ ー ト ラ イ ン に 走 査 信 号 を 供 給 す る 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 と か ら な り 、 第
１ の ゲ ー ト 駆 動 部 及 び ／ 又 は 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 が そ れ ぞ れ 同 期 化 さ れ た 信 号 を 順 次 出 力
す る と 共 に 、 第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 と 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 と か ら 出 力 さ れ て 隣 接 す る ゲ ー ト
ラ イ ン に 供 給 さ れ る 走 査 信 号 は 、 パ ル ス 幅 が 重 な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 及 び 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 が そ れ ぞ れ 、 ク ロ ッ ク 信 号 を 出 力 す
る ク ロ ッ ク 発 生 部 と 、 こ の ク ロ ッ ク 発 生 部 か ら 入 力 さ れ た ク ロ ッ ク 信 号 に よ っ て 出 力 電 圧
を 出 力 す る 複 数 の シ フ ト レ ジ ス タ と を 含 む 。 シ フ ト レ ジ ス タ は 、 出 力 部 分 に 形 成 さ れ た 第
１ 及 び 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ と 、 第 １ 及 び 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ た フ リ ッ
プ フ ロ ッ プ と 、 ク ロ ッ ク 信 号 及 び ス タ ー ト 信 号 が 入 力 さ れ て フ リ ッ プ フ ロ ッ プ に 信 号 を 供
給 す る 論 理 ゲ ー ト と か ら な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ゲ ー ト ラ イ ン に 供 給 さ れ る 走 査 信 号 の パ ル ス 幅 を 画 素 領 域 の 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ の オ ン タ イ ム よ り 長 く 延 長 す る こ と に よ り 、 走 査 信 号 に パ ル ス 立 ち 上 が り の 遅 延
が あ る 場 合 で も 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 設 定 さ れ た 時 間 の 間 タ ー ン オ ン 状 態 を 維 持 す る 。 従
っ て 、 ゲ ー ト 駆 動 部 に 形 成 さ れ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の サ イ ズ を 増 大 さ せ る こ と 、 又 は 高 価
な 多 結 晶 シ リ コ ン を 使 用 す る こ と を し な く て も 、 信 号 の パ ル ス 立 ち 上 が り の 遅 延 に よ る 不
良 を 効 率 的 に 防 止 す る こ と が で き る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 画 素 領 域 に 形 成 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 供 給 さ れ る 走 査 信 号 の 歪 み （ 即 ち 、 信 号 の パ
ル ス 立 ち 上 が り の 遅 延 に よ り 出 力 波 形 が 延 び る 現 象 ） を 防 止 す る た め に 、 次 の よ う な 方 法
が あ り 得 る 。 第 １ に 、 前 述 し た よ う に 、 ト ラ ン ジ ス タ の サ イ ズ を 増 大 さ せ て 低 い 電 界 効 果
移 動 度 に よ る 影 響 を 最 小 化 す る 方 法 が あ り 、 第 ２ に 、 ト ラ ン ジ ス タ を 非 晶 質 シ リ コ ン に 代
え て 多 結 晶 シ リ コ ン で 形 成 す る こ と に よ り 電 界 効 果 移 動 度 を 向 上 さ せ る 方 法 が あ る 。 第 １
の 方 法 は 、 前 述 し た よ う に 、 ト ラ ン ジ ス タ の サ イ ズ の 増 大 に よ っ て 、 液 晶 パ ネ ル に 一 体 に
形 成 さ れ る ゲ ー ト 駆 動 部 の サ イ ズ が 増 大 す る た め 、 実 質 的 に 不 可 能 な 方 法 で あ る 。 第 ２ の
方 法 は 、 実 質 的 に 可 能 な 方 法 で あ る が 、 製 造 コ ス ト が 増 加 し 、 製 造 工 程 が 複 雑 に な る と い
う 点 で 効 果 的 で な い と い う 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 最 も 簡 単 な 方 法 に よ り 、 ゲ ー ト ラ イ ン に 供 給 さ れ る 走 査 信 号 の 歪 み
を 防 止 す る 。 言 い 換 え れ ば 、 本 発 明 は 、 多 結 晶 シ リ コ ン を 使 用 し た り 、 ゲ ー ト 駆 動 部 の サ
イ ズ を 増 大 さ せ た り す る こ と な く 、 走 査 信 号 の 歪 み を 実 質 的 に 防 止 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 走 査 信 号 の 歪 み は 、 画 素 領 域 内 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 で あ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の オ ン タ イ
ム を 減 少 さ せ 、 こ れ に よ り 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の オ ン タ イ ム に 画 素 内 に 画 像 信 号 が 充 電 さ
れ る 充 電 時 間 が 短 く な る 。 従 っ て 、 ト ラ ン ジ ス タ の オ ン タ イ ム を 設 定 さ れ た 時 間 に な る よ
う に 確 保 す る こ と が で き れ ば 、 半 導 体 層 の 結 晶 化 や ト ラ ン ジ ス タ の サ イ ズ の 増 大 は 必 要 な
く な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 は 、 次 の よ う な 観 点 で 提 案 さ れ た も の で あ る 。 本 発 明 は 、 ト ラ ン ジ ス タ の オ ン タ
イ ム 、 即 ち 、 画 素 領 域 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 で あ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 供 給 さ れ る 走 査 信 号
の パ ル ス 幅 を 調 整 し て 、 設 定 さ れ た 時 間 の 間 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 完 全 に タ ー ン オ ン に す
る こ と に よ り 不 良 を 防 止 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ に 本 発 明 の シ フ ト レ ジ ス タ か ら 出 力 さ れ て ゲ ー ト ラ イ ン を 通 し て 画 素 領 域 の 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ に 供 給 さ れ る 出 力 電 圧 （ 即 ち 、 走 査 信 号 ） Ｖ ｏ ｕ ｔ １ 、 Ｖ ｏ ｕ ｔ ２ 、 Ｖ ｏ ｕ ｔ
３ 、 Ｖ ｏ ｕ ｔ ４ を 示 す 。 そ れ ぞ れ の 出 力 電 圧 は 、 そ れ ぞ れ の ゲ ー ト ラ イ ン に 入 力 さ れ て 該
当 す る ゲ ー ト ラ イ ン に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 駆 動 さ せ る 。 図 １ に 示 し た よ う に 、
本 発 明 に お い て は 、 隣 接 す る ゲ ー ト ラ イ ン に 入 力 さ れ る パ ル ス と 重 な る よ う に 、 特 定 ゲ ー
ト ラ イ ン に 入 力 さ れ る 出 力 電 圧 の パ ル ス 幅 を 延 長 す る こ よ に よ っ て 、 非 晶 質 半 導 体 の 低 い
電 界 効 果 移 動 度 に よ る 信 号 の パ ル ス 立 ち 上 が り の 遅 延 が あ る 場 合 で も 、 該 当 す る ゲ ー ト ラ
イ ン に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 設 定 さ れ た 時 間 の 間 、 完 全 に タ ー ン オ ン に す る こ と
が で き る 。 こ の と き 、 ク ロ ッ ク 発 生 部 か ら 発 生 し て シ フ ト レ ジ ス タ に 入 力 さ れ る ク ロ ッ ク
信 号 も 、 設 定 さ れ た パ ル ス 幅 よ り 延 長 し て 前 後 の パ ル ス が 重 な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ は 、 液 晶 パ ネ ル の デ ー タ ラ イ ン に 供 給 さ れ る ソ ー ス デ ー タ 、 及 び ゲ ー ト ラ イ ン に 供
給 さ れ る 従 来 の 走 査 信 号 と 本 発 明 の 走 査 信 号 を 示 す 波 形 図 で あ る 。 画 素 に ソ ー ス 信 号 を 完
全 に 充 電 す る た め に は 、 図 ２ に 示 し た よ う に 、 ソ ー ス 信 号 の パ ル ス 幅 Ｈ の 間 、 薄 膜 ト ラ ン
ジ ス タ が タ ー ン オ ン し て い な け れ ば な ら な い 。 し か し な が ら 、 従 来 の 場 合 、 パ ル ス が 延 び
て 、 ｔ １ 期 間 に パ ル ス の 立 ち 上 が り が 遅 延 し た 走 査 信 号 が ゲ ー ト ラ イ ン を 通 し て 画 素 領 域
の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 供 給 さ れ る 。 従 っ て 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 、 Ｈ １ 期 間 に は 完 全 に タ
ー ン オ ン す る が 、 ｔ １ 期 間 に は 部 分 的 に タ ー ン オ ン す る た め （ 閾 値 電 圧 以 上 の 信 号 の み で
タ ー ン オ ン す る た め ） 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 通 し て 供 給 さ れ る ソ ー ス デ ー タ の 一 部 分 の み
が 画 素 に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 図 ２ に 示 し た よ う に 、 ゲ ー ト ラ イ ン に 供 給 さ れ る 走 査 信 号 の パ ル ス
幅 を ｔ ２ 期 間 だ け 延 長 す る 。 ｔ ２ は 信 号 の パ ル ス の 立 ち 上 が り が 遅 延 し た 期 間 で あ り 、 従
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来 の 波 形 の 立 ち 上 が り が 遅 延 し た 期 間 ｔ １ と 実 質 的 に 同 じ で あ る た め （ 即 ち 、 ｔ １ ＝ ｔ ２
） 、 パ ル ス 幅 Ｈ の 間 に は 完 全 な 矩 形 波 の パ ル ス が 入 力 さ れ て 、 パ ル ス 幅 Ｈ の 間 に 画 素 領 域
の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が タ ー ン オ ン す る 。 従 っ て 、 画 素 に は 完 全 な ソ ー ス 信 号 が 充 電 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 に お い て は 、 非 晶 質 半 導 体 を 使 用 す る 場 合 、 低 い 電 界 効 果 移 動 度 に
よ る 信 号 の パ ル ス 立 ち 上 が り の 遅 延 を 考 慮 し て 、 立 ち 上 が り が 遅 延 す る 信 号 の 幅 だ け パ ル
ス 幅 を 長 く す る こ と に よ り 、 画 素 領 域 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 所 望 の 時 間 タ ー ン オ ン に な っ
て 、 ソ ー ス 信 号 が 完 全 に 画 素 に 充 電 さ れ る よ う に す る 。 こ の よ う な 信 号 の 供 給 に よ り 、 そ
れ ぞ れ の ゲ ー ト ラ イ ン に 供 給 さ れ る 信 号 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 隣 接 す る ゲ ー ト ラ イ ン に
供 給 さ れ る 信 号 と 重 な っ て 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ３ は 、 こ の よ う な 信 号 波 形 が 採 択 さ れ た 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 素 子 の 構 造 を 示 す 図 で
あ る 。 図 ３ に 示 す 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 素 子 は 、 図 ７ に 示 す 構 造 の 液 晶 表 示 素 子 と ゲ ー ト
駆 動 部 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ を 除 い て は 実 質 的 に 同 様 で あ る の で 、 そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 し
、 ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ を 中 心 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ３ に 示 し た よ う に 、 液 晶 パ ネ ル １ ０ １ の 外 郭 領 域 、 即 ち 、 画 素 領 域 の 外 部 に は 、 第 １
及 び 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 及 び 第 ２ の ゲ ー ト 駆
動 部 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ は 、 画 素 領 域 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 同 様 の 工 程 に よ り 一 体 に 形 成
さ れ た も の で 、 そ の 内 部 に は 、 非 晶 質 半 導 体 か ら な る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 形 成 さ れ る 。 こ
こ で 、 第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ａ は 、 画 素 領 域 に 形 成 さ れ る ゲ ー ト ラ イ ン １ ０ ３ の う ち
、 奇 数 番 目 の ゲ ー ト ラ イ ン １ ０ ３ に 接 続 さ れ 、 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ｂ は 、 偶 数 番 目
の ゲ ー ト ラ イ ン １ ０ ３ に 接 続 さ れ る 。 言 い 換 え れ ば 、 ゲ ー ト ラ イ ン １ ０ ３ は 、 第 １ の ゲ ー
ト 駆 動 部 １ ２ ０ ａ と 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ｂ と に 交 互 に 接 続 さ れ 、 第 １ 及 び 第 ２ の ゲ
ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ か ら 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ こ で 、 第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ａ と 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ｂ と か ら は 、 そ れ ぞ
れ 順 次 的 な 出 力 電 圧 （ 即 ち 、 走 査 信 号 ） が 出 力 さ れ る が 、 第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ａ と
第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ｂ と か ら 出 力 さ れ る 出 力 信 号 は 互 い に 重 な っ て 、 隣 接 す る ゲ ー
ト ラ イ ン １ ０ ３ に は 重 な る 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 述 し た よ う に 、 本 発 明 に お い て は 、 ゲ ー ト ラ イ ン １ ０ ３ に 走 査 信 号 を 供 給 す る 第 １ の
ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ａ と 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ｂ を 液 晶 パ ネ ル の 両 側 面 に 配 置 し て ゲ
ー ト ラ イ ン １ ０ ３ に 信 号 を 供 給 す る が 、 第 １ 及 び 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ
の 構 造 や 位 置 が 特 別 に 重 要 な も の で は な い 。 言 い 換 え れ ば 、 延 長 し た パ ル ス 幅 を 有 す る 信
号 を 出 力 し て 、 画 素 領 域 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 設 定 さ れ た 時 間 の 間 、 完 全 に タ ー ン オ ン に
す る こ と が で き れ ば 、 ゲ ー ト 駆 動 部 は 、 １ つ と し て 形 成 す る こ と も で き 、 ２ つ に 分 離 し て
形 成 す る こ と も で き る 。 ま た 、 そ の 形 成 位 置 も 、 別 個 の 順 次 的 な 信 号 を 出 力 し て 結 果 的 に
重 な る 信 号 を ゲ ー ト ラ イ ン に 供 給 す る こ と が で き れ ば 、 い か な る 位 置 に 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ の 詳 細 な 構 造 に つ い て 図 ４ を 参
照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ４ は 、 ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ に 形 成 さ れ て 信 号 を 画 素 領 域 の ゲ ー ト ラ イ ン
に 出 力 す る シ フ ト レ ジ ス タ を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 示 の よ う に 、 第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ａ 及 び 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ｂ は 、 そ れ
ぞ れ 複 数 の 第 １ の シ フ ト レ ジ ス タ １ ２ ２ ａ 及 び 複 数 の 第 ２ の シ フ ト レ ジ ス タ １ ２ ２ ｂ を 備
え 、 第 １ の シ フ ト レ ジ ス タ １ ２ ２ ａ 及 び 第 ２ の シ フ ト レ ジ ス タ １ ２ ２ ｂ か ら は 信 号 が 順 次
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出 力 さ れ て 、 そ れ ぞ れ 奇 数 番 目 の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ （ ２ ｎ － １ ） 及 び 偶 数 番 目 の ゲ ー
ト ラ イ ン Ｇ ２ ～ Ｇ ２ ｎ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 第 １ の シ フ ト レ ジ ス タ １ ２ ２ ａ 及 び 第 ２ の シ フ ト レ ジ ス タ １ ２ ２ ｂ は 、 そ れ ぞ れ 第 １ の
ク ロ ッ ク 発 生 部 １ ２ ４ ａ 及 び 第 ２ の ク ロ ッ ク 発 生 部 １ ２ ４ ｂ と 接 続 さ れ て 、 第 １ の ク ロ ッ
ク 発 生 部 １ ２ ４ ａ 及 び 第 ２ の ク ロ ッ ク 発 生 部 １ ２ ４ ｂ か ら 発 生 し た ク ロ ッ ク 信 号 が 第 １ の
シ フ ト レ ジ ス タ １ ２ ２ ａ 及 び 第 ２ の シ フ ト レ ジ ス タ １ ２ ２ ｂ に 供 給 さ れ る 。 ま た 、 第 １ の
シ フ ト レ ジ ス タ １ ２ ２ ａ 及 び 第 ２ の シ フ ト レ ジ ス タ １ ２ ２ ｂ に は 、 そ れ ぞ れ ス タ ー ト 信 号
Ｓ １ 、 Ｓ ２ が 入 力 さ れ 、 第 １ 段 以 後 の 第 １ の シ フ ト レ ジ ス タ １ ２ ２ ａ 及 び 第 ２ の シ フ ト レ
ジ ス タ １ ２ ２ ｂ に は 、 直 前 段 の 出 力 信 号 が ス タ ー ト 信 号 と し て 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の と き 、 第 １ の シ フ ト レ ジ ス タ １ ２ ２ ａ 及 び 第 ２ の シ フ ト レ ジ ス タ １ ２ ２ ｂ か ら 出 力
さ れ て ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ２ ｎ に 供 給 さ れ る 走 査 信 号 は 、 そ の パ ル ス が 画 素 領 域 の 薄 膜
ト ラ ン ジ ス タ の オ ン タ イ ム だ け 延 長 し て 、 前 後 の 信 号 と 一 部 が 重 な っ た 波 形 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 下 、 前 述 し た よ う な 信 号 を 出 力 す る ゲ ー ト 駆 動 部 の シ フ ト レ ジ ス タ の 詳 細 な 回 路 に つ
い て 波 形 図 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 図 ４ に 示 す 第 １ 及 び 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ の シ フ ト
レ ジ ス タ を 詳 細 に 示 す 回 路 図 で あ る 。 図 ５ に は フ リ ッ プ フ ロ ッ プ を 示 し て い る が 、 こ れ は
、 シ フ ト レ ジ ス タ の 機 能 を 説 明 す る た め に 概 念 的 に 示 す も の で あ る 。 従 っ て 、 フ リ ッ プ フ
ロ ッ プ は 、 特 定 の 電 気 素 子 を 示 す も の で は な く 、 シ フ ト レ ジ ス タ を 機 能 的 に 表 現 す る た め
の 一 例 と し て 示 す も の で あ る 。 従 っ て 、 以 下 に 記 載 さ れ た フ リ ッ プ フ ロ ッ プ と い う 用 語 の
代 わ り に 、 機 能 を 表 現 す る 適 切 な 用 語 を 使 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ａ の 第 １ 段 の シ フ ト レ ジ ス タ の 出 力 部 分
に は 、 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ １ １ ２ ａ 及 び 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ １ １ ２ ｂ が 接 続 さ れ て お り 、
第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ｂ の 第 １ 段 の シ フ ト レ ジ ス タ の 出 力 部 分 に は 、 第 ３ の ト ラ ン ジ
ス タ １ １ ３ ａ 及 び 第 ４ の ト ラ ン ジ ス タ １ １ ３ ｂ が 接 続 さ れ て い る 。 第 １ 及 び 第 ２ の ト ラ ン
ジ ス タ １ １ ２ ａ 、 １ １ ２ ｂ と 第 ３ 及 び 第 ４ の ト ラ ン ジ ス タ １ １ ３ ａ 、 １ １ ３ ｂ の ゲ ー ト は
、 そ れ ぞ れ 第 １ の フ リ ッ プ フ ロ ッ プ １ １ ４ ａ と 第 ２ の フ リ ッ プ フ ロ ッ プ １ １ ４ ｂ の Ｑ 端 子
、 Ｑ ｂ 端 子 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 第 １ の フ リ ッ プ フ ロ ッ プ １ １ ４ ａ の Ｓ 、 Ｒ
入 力 端 子 に は 、 第 １ の 論 理 ゲ ー ト １ １ ６ ａ と 第 ２ の 論 理 ゲ ー ト １ １ ６ ｂ が 接 続 さ れ て お り
、 第 ２ の フ リ ッ プ フ ロ ッ プ １ １ ４ ｂ の Ｓ 、 Ｒ 入 力 端 子 に は 、 第 ３ の 論 理 ゲ ー ト １ １ ７ ａ と
第 ４ の 論 理 ゲ ー ト １ １ ７ ｂ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ １ １ ２ ａ 及 び 第 ３ の ト ラ ン ジ ス タ １ １ ３ ａ の ソ ー ス は 、 そ れ ぞ れ ク
ロ ッ ク 発 生 部 （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ て ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ １ 、 Ｃ ２ が 入 力 さ れ 、 第 １ の ト ラ
ン ジ ス タ １ １ ２ ａ 及 び 第 ３ の ト ラ ン ジ ス タ １ １ ３ ａ の ド レ イ ン と 、 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ １
１ ２ ｂ 及 び 第 ４ の ト ラ ン ジ ス タ １ １ ３ ｂ の ソ ー ス に は 、 出 力 端 が 接 続 さ れ る 。 ま た 、 第 ２
の ト ラ ン ジ ス タ １ １ ２ ｂ 及 び 第 ４ の ト ラ ン ジ ス タ １ １ ３ ｂ の ド レ イ ン は 、 接 地 に 接 続 さ れ
る 。 第 １ の フ リ ッ プ フ ロ ッ プ １ １ ４ ａ 及 び 第 ２ の フ リ ッ プ フ ロ ッ プ １ １ ４ ｂ の Ｓ 、 Ｒ 入 力
端 子 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 論 理 ゲ ー ト １ １ ６ ａ 、 １ １ ６ ｂ 、 １ １ ７ ａ 、 １ １ ７ ｂ に は 、 そ
れ ぞ れ ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ １ Ｂ 、 Ｃ ２ Ｂ と ス タ ー ト 信 号 Ｓ １ が 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ６ は 、 こ の よ う な 構 造 を 有 す る 第 １ 及 び 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ の ス
タ ー ト 信 号 Ｓ １ と ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ １ 、 Ｃ １ Ｂ 、 Ｃ ２ 、 Ｃ ２ Ｂ 、 及 び 出 力 端 を 通 し て 出 力 さ
れ て ゲ ー ト ラ イ ン に 供 給 さ れ る 出 力 電 圧 Ｖ ｏ ｕ ｔ １ 、 Ｖ ｏ ｕ ｔ ２ 、 Ｖ ｏ ｕ ｔ ３ 、 Ｖ ｏ ｕ ｔ
４ を 示 す 波 形 図 で あ る 。 図 ６ に お い て は 、 波 形 を 第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 と 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動
部 と に 分 け て 示 す 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ６ に 示 し た よ う に 、 第 １ の ク ロ ッ ク 発 生 部 （ 図 示 せ ず ） か ら 出 力 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号
Ｃ １ 、 Ｃ １ Ｂ は 、 従 来 の ク ロ ッ ク 信 号 に 比 べ て ２ 倍 に 延 長 し た 信 号 で あ り 、 同 期 化 さ れ て
第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ａ の シ フ ト レ ジ ス タ に 順 次 供 給 さ れ 、 第 ２ の ク ロ ッ ク 発 生 部 （
図 示 せ ず ） か ら 出 力 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ ２ 、 Ｃ ２ Ｂ も 、 従 来 の ク ロ ッ ク 信 号 に 比 べ て ２
倍 に 延 長 し た 信 号 で あ り 、 同 期 化 さ れ て 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ｂ の シ フ ト レ ジ ス タ に
順 次 供 給 さ れ る 。 こ こ で 、 第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ａ 及 び 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ｂ
の 第 １ 段 の シ フ ト レ ジ ス タ か ら そ れ ぞ れ 出 力 さ れ る 信 号 （ 即 ち 、 Ｃ １ 及 び Ｃ ２ 、 Ｃ １ Ｂ 及
び Ｃ ２ Ｂ ） は 、 ハ イ 状 態 の パ ル ス 幅 に 対 し て 半 周 期 が 重 な る 信 号 で あ る （ も ち ろ ん 、 こ の
重 な る 程 度 は 半 周 期 に 限 定 さ れ な い ） 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 下 、 こ の よ う な ス タ ー ト 信 号 Ｓ １ と ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ １ 、 Ｃ １ Ｂ 、 Ｃ ２ 、 Ｃ ２ Ｂ に よ る
シ フ ト レ ジ ス タ の 動 作 と そ の 出 力 波 形 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま ず 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ａ の 第 １ 段 の シ フ ト レ ジ ス タ に ロ
ー 状 態 の ス タ ー ト 信 号 Ｓ １ が 入 力 さ れ る と 共 に 、 ロ ー 状 態 の ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ １ 、 Ｃ １ Ｂ が
入 力 さ れ る と 、 第 １ の フ リ ッ プ フ ロ ッ プ １ １ ４ ａ の Ｓ 、 Ｒ 入 力 端 子 に は そ れ ぞ れ ロ ー 状 態
の 信 号 が 供 給 さ れ る た め 、 第 １ の フ リ ッ プ フ ロ ッ プ １ １ ４ ａ は 以 前 の 状 態 を 維 持 し て 、 Ｑ
端 子 か ら は ハ イ 状 態 の 信 号 を 出 力 し 、 Ｑ ｂ 端 子 か ら は ロ ー 状 態 の 信 号 を 出 力 す る 。 従 っ て
、 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ １ １ ２ ａ は タ ー ン オ ン し 、 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ １ １ ２ ｂ は オ フ 状 態
を 維 持 す る た め 、 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ １ が 出 力 電 圧 Ｖ ｏ ｕ ｔ １ に 出 力 さ れ る の で 出 力 電 圧 Ｖ ｏ
ｕ ｔ １ は ロ ー 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 、 ハ イ 状 態 の ス タ ー ト 信 号 Ｓ １ と ロ ー 状 態 の ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ １ 、 Ｃ １ Ｂ が 入 力 さ れ
る と 、 第 １ の フ リ ッ プ フ ロ ッ プ １ １ ４ ａ の Ｓ 、 Ｒ 入 力 端 子 に は そ れ ぞ れ ロ ー 状 態 の 信 号 が
供 給 さ れ る た め 、 第 １ の フ リ ッ プ フ ロ ッ プ １ １ ４ ａ は 以 前 の 状 態 を 維 持 し て 、 Ｑ 端 子 か ら
は ハ イ 状 態 の 信 号 を 出 力 し 、 Ｑ ｂ 端 子 か ら は ロ ー 状 態 の 信 号 を 出 力 す る 。 従 っ て 、 第 １ の
ト ラ ン ジ ス タ １ １ ２ ａ は タ ー ン オ ン 状 態 を 維 持 し 、 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ １ １ ２ ｂ は オ フ 状
態 を 維 持 す る た め 、 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ １ が 出 力 電 圧 Ｖ ｏ ｕ ｔ １ に 出 力 さ れ る の で 出 力 電 圧 Ｖ
ｏ ｕ ｔ １ は ロ ー 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 そ の 後 、 ス タ ー ト 信 号 Ｓ １ が ハ イ 状 態 を 維 持 す る 状 態 で ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ １ が ハ イ 状 態 と
な る と 、 ハ イ 状 態 の ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ １ が タ ー ン オ ン に な っ た 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ １ １ ２ ａ
を 通 し て 出 力 さ れ る た め 、 出 力 電 圧 Ｖ ｏ ｕ ｔ １ は ハ イ 状 態 と な る 。 こ の よ う な ハ イ 状 態 の
出 力 電 圧 Ｖ ｏ ｕ ｔ １ は 、 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ １ Ｂ が ハ イ 状 態 に な る ま で 維 持 さ れ る 。 即 ち 、 ク
ロ ッ ク 信 号 Ｃ １ Ｂ が ハ イ 状 態 に な る と （ こ の と き 、 ス タ ー ト 信 号 Ｓ １ は ロ ー 状 態 ） 、 第 １
の フ リ ッ プ フ ロ ッ プ １ １ ４ ａ の Ｓ 、 Ｒ 端 子 に は そ れ ぞ れ ロ ー 状 態 の 信 号 、 ハ イ 状 態 の 信 号
が 入 力 さ れ る た め 、 第 １ の フ リ ッ プ フ ロ ッ プ １ １ ４ ａ は リ セ ッ ト に な り 、 Ｑ 、 Ｑ ｂ 出 力 端
子 に は そ れ ぞ れ ロ ー 状 態 の 信 号 、 ハ イ 状 態 の 信 号 が 出 力 さ れ て 、 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ １ １
２ ａ は タ ー ン オ フ に な り 、 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ １ １ ２ ｂ は タ ー ン オ ン に な る 。 従 っ て 、 出
力 電 圧 Ｖ ｏ ｕ ｔ １ は ロ ー 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 そ の 後 、 ロ ー 状 態 の ス タ ー ト 信 号 Ｓ １ が 入 力 さ れ 、 ハ イ 状 態 の ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ １ と ロ ー
状 態 の ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ １ Ｂ が 入 力 さ れ る と 、 第 １ の フ リ ッ プ フ ロ ッ プ １ １ ４ ａ の Ｓ 、 Ｒ 入
力 端 子 に は そ れ ぞ れ ロ ー 状 態 の 信 号 が 供 給 さ れ る た め 、 第 １ の フ リ ッ プ フ ロ ッ プ １ １ ４ ａ
は 以 前 の 状 態 を 維 持 し て 、 Ｑ 端 子 、 Ｑ ｂ 端 子 に は そ れ ぞ れ ロ ー 状 態 の 信 号 、 ハ イ 状 態 の 信
号 が 出 力 さ れ る 。 従 っ て 、 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ １ １ ２ ａ 、 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ １ １ ２ ｂ は
、 そ れ ぞ れ タ ー ン オ ン 状 態 、 タ ー ン オ フ 状 態 を 維 持 し て 、 出 力 電 圧 Ｖ ｏ ｕ ｔ １ は ロ ー 状 態
と な る 。 こ の よ う な 出 力 電 圧 Ｖ ｏ ｕ ｔ １ の ロ ー 状 態 は 以 後 継 続 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
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　 こ の よ う に 、 ス タ ー ト 信 号 Ｓ １ が 第 １ の シ フ ト レ ジ ス タ の 第 １ 段 に 入 力 さ れ る こ と に よ
っ て 、 第 １ 段 の シ フ ト レ ジ ス タ の 出 力 端 に 出 力 電 圧 Ｖ ｏ ｕ ｔ １ が 出 力 さ れ る と 、 こ の 電 圧
が 液 晶 表 示 素 子 の 第 １ の ゲ ー ト ラ イ ン に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ａ の 第 １ 段 の シ フ ト レ ジ ス タ か ら 出 力 さ れ た 出 力 電 圧 Ｖ ｏ ｕ
ｔ １ は 、 次 段 の ス タ ー ト 信 号 と し て 入 力 さ れ 、 次 段 の シ フ ト レ ジ ス タ を イ ネ ー ブ ル に す る
。 次 段 の シ フ ト レ ジ ス タ で は 、 第 １ 段 の シ フ ト レ ジ ス タ と 同 様 の 動 作 を 繰 り 返 し て 第 １ の
出 力 電 圧 Ｖ ｏ ｕ ｔ １ と 同 期 し 、 順 次 的 な 第 ３ の 出 力 電 圧 Ｖ ｏ ｕ ｔ ３ を 出 力 し て 第 ３ の ゲ ー
ト ラ イ ン に 供 給 す る 。 こ の よ う な 動 作 が 繰 り 返 さ れ て 、 奇 数 番 目 の ゲ ー ト ラ イ ン に は 順 次
的 な 出 力 電 圧 Ｖ ｏ ｕ ｔ １ ～ Ｖ ｏ ｕ ｔ （ ２ ｎ -１ ） が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 一 方 、 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ｂ の 第 １ 段 の シ フ ト レ ジ ス タ に は 、 第 １ の ゲ ー ト 駆 動
部 １ ２ ０ ａ の 第 １ 段 の シ フ ト レ ジ ス タ に 入 力 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ １ 、 Ｃ １ Ｂ と 半 周 期 が
重 な っ た ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ ２ 、 Ｃ ２ Ｂ が 入 力 さ れ る 。 こ の よ う な ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ ２ 、 Ｃ ２ Ｂ
と ス タ ー ト 信 号 Ｓ １ の 入 力 に よ り 、 第 １ の 出 力 電 圧 Ｖ ｏ ｕ ｔ １ と 半 周 期 が 重 な る 第 ２ の 出
力 電 圧 Ｖ ｏ ｕ ｔ ２ が 出 力 さ れ て 第 ２ の ゲ ー ト ラ イ ン に 供 給 さ れ る 。 ま た 、 第 ２ の 出 力 電 圧
Ｖ ｏ ｕ ｔ ２ が 次 段 の シ フ ト レ ジ ス タ に ス タ ー ト 信 号 と し て 入 力 さ れ て 、 第 ２ の 出 力 電 圧 Ｖ
ｏ ｕ ｔ ２ と 順 次 的 な 第 ４ の 出 力 電 圧 Ｖ ｏ ｕ ｔ ４ が 出 力 さ れ て 第 ４ の ゲ ー ト ラ イ ン に 入 力 さ
れ 、 こ の よ う な 過 程 が 繰 り 返 さ れ て 、 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ｂ の シ フ ト レ ジ ス タ に は
、 第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 １ ２ ０ ａ の シ フ ト レ ジ ス タ か ら 出 力 さ れ る 出 力 電 圧 Ｖ ｏ ｕ ｔ １ ～ Ｖ
ｏ ｕ ｔ （ ２ ｎ -１ ） と 半 周 期 が 重 な っ た 出 力 電 圧 Ｖ ｏ ｕ ｔ ２ ～ Ｖ ｏ ｕ ｔ ２ ｎ が 偶 数 の ゲ ー
ト ラ イ ン に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 前 述 し た よ う に 、 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 素 子 に お い て は 、 出 力 電 圧 を 順 次 出 力 す る 複 数
の シ フ ト レ ジ ス タ を 備 え る 第 １ 及 び 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 が 液 晶 パ ネ ル に 個 別 に 備 え ら れ て
、 第 １ 及 び 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 が そ れ ぞ れ 奇 数 番 目 及 び 偶 数 番 目 の ゲ ー ト ラ イ ン に 別 途 に
出 力 電 圧 を 供 給 す る 。 こ の と き 、 上 記 奇 数 番 目 及 び 偶 数 番 目 の ゲ ー ト ラ イ ン に 交 互 に 走 査
信 号 を 供 給 す る 第 １ 及 び 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 の シ フ ト レ ジ ス タ か ら 出 力 さ れ る 出 力 電 圧 （
即 ち 、 走 査 信 号 ） は 、 画 素 領 域 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 で あ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の オ ン タ イ ム
よ り 長 い パ ル ス 幅 を 有 す る た め 、 互 い に 所 定 の パ ル ス 幅 （ 例 え ば 、 半 周 期 ） が 重 な る 。 従
っ て 、 シ フ ト レ ジ ス タ に 形 成 さ れ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 非 晶 質 半 導 体 か ら な り 、 低 い 電 界
効 果 移 動 度 に よ る 走 査 信 号 の パ ル ス 立 ち 上 が り の 遅 延 が あ る 場 合 で も 、 液 晶 パ ネ ル 内 の 画
素 領 域 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 供 給 さ れ る 信 号 は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 完 全 に タ ー ン オ ン に す
る こ と が で き る た め 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の オ ン タ イ ム の 減 少 に よ る 不 良 を 防 止 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 前 述 し た よ う な 点 を 勘 案 す る と 、 第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 と 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 と の シ フ ト
レ ジ ス タ か ら そ れ ぞ れ 出 力 さ れ る 走 査 信 号 の パ ル ス 延 長 幅 （ 言 い 換 え れ ば 、 隣 接 す る 信 号
と の 重 な り 幅 ） は 、 半 周 期 の み に 限 定 さ れ る 必 要 は な い 。 即 ち 、 非 晶 質 半 導 体 の 低 い 電 界
効 果 移 動 度 に よ る 走 査 信 号 の パ ル ス 立 ち 上 が り の 遅 延 の 程 度 か ら 、 そ の パ ル ス 延 長 幅 の 程
度 を 決 定 し 、 画 素 内 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 完 全 に タ ー ン オ ン に す る こ と が で き る の で 、 パ
ル ス 延 長 幅 の 程 度 は 必 要 に 応 じ て 調 節 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 素 子 の ゲ ー ト 駆 動 部 の 波 形 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の ゲ ー ト 駆 動 部 か ら 出 力 さ れ る 走 査 信 号 の パ ル ス と 、 本 発 明 に よ る ゲ ー ト 駆
動 部 か ら 出 力 さ れ る 走 査 信 号 の パ ル ス を 示 す 波 形 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 素 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 素 子 の ゲ ー ト 駆 動 部 の 構 造 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 素 子 の ゲ ー ト 駆 動 部 の 回 路 図 で あ る 。
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【 図 ６ 】 図 ５ に 示 す ゲ ー ト 駆 動 部 の 波 形 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 一 般 的 な 液 晶 表 示 素 子 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 液 晶 表 示 素 子 の ゲ ー ト 駆 動 部 の 構 造 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ に 示 す ゲ ー ト 駆 動 部 の 波 形 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の ゲ ー ト 駆 動 部 か ら 出 力 さ れ る 出 力 電 圧 の パ ル ス を 示 す 波 形 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
１ ０ １ 　 液 晶 パ ネ ル
１ １ ２ ａ 、 １ １ ２ ｂ 、 １ １ ３ ａ 、 １ １ ３ ｂ 　 ト ラ ン ジ ス タ
１ １ ４ ａ 、 １ １ ４ ｂ 　 フ リ ッ プ フ ロ ッ プ
１ １ ６ ａ 、 １ １ ６ ｂ 、 １ １ ７ ａ 、 １ １ ７ ｂ 　 論 理 ゲ ー ト
１ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ 　 ゲ ー ト 駆 動 部
１ ２ ２ ａ 、 １ ２ ２ ｂ 　 シ フ ト レ ジ ス タ
１ ２ ４ ａ 、 １ ２ ４ ｂ 　 ク ロ ッ ク 発 生 部

10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(11) JP 2006-189767 A 2006.7.20



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(12) JP 2006-189767 A 2006.7.20



【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

(13) JP 2006-189767 A 2006.7.20



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２２Ｄ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２２Ｅ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２２Ｍ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/36    　　　　          　　　　　

(74)代理人  100101498
            弁理士　越智　隆夫
(74)代理人  100096688
            弁理士　本宮　照久
(74)代理人  100104352
            弁理士　朝日　伸光
(74)代理人  100128657
            弁理士　三山　勝巳
(72)発明者  張　容　豪
            大韓民国　京畿道　城南市　盆唐區　盆唐洞　セトビョル－メウル　アパート　４１４－８０６
(72)発明者  金　彬
            大韓民国　ソウル特別市　陽川區　木５洞　木洞　アパート　４０８－２００３
(72)発明者  文　秀　煥
            大韓民国　慶尚北道　龜尾市　上毛洞　友邦－新世界　タウン　アパート　１０５－９０１
(72)発明者  趙　南　旭
            大韓民国　京畿道　軍浦市　衿井洞　８７５　退溪－住公　アパート　３５２－１７０４
(72)発明者  尹　洙　榮
            大韓民国　京畿道　高陽市　徳陽區　幸信２洞　ムウォン－メウル　アパート　１０１０－８０２
Ｆターム(参考) 2H092 GA59  JA24  JB13  JB63  JB69  PA06 
　　　　 　　  2H093 NA16  NC34  NC35  ND32 
　　　　 　　  5C006 AC22  AF42  AF50  AF71  AF72  BB16  BC03  BC20  BC22  BF03 
　　　　 　　        BF49  FA16  FA18  FA51 
　　　　 　　  5C080 AA10  BB05  DD01  DD22  DD27  FF11  JJ02  JJ03  JJ04  JJ05 

(14) JP 2006-189767 A 2006.7.20



专利名称(译) 液晶显示元件

公开(公告)号 JP2006189767A 公开(公告)日 2006-07-20

申请号 JP2005190892 申请日 2005-06-30

[标]申请(专利权)人(译) 乐金显示有限公司

申请(专利权)人(译) Eruji.菲利普斯杜天公司，有限公司

[标]发明人 張容豪
金彬
文秀煥
趙南旭
尹洙榮

发明人 張 容 豪
金 彬
文 秀 煥
趙 南 旭
尹 洙 榮

IPC分类号 G02F1/1368 G02F1/133 G09G3/20 G09G3/36

CPC分类号 G09G3/3677 G09G2300/0417 G09G2310/0205 G09G2310/0251 G09G2310/08

FI分类号 G02F1/1368 G02F1/133.550 G09G3/20.611.J G09G3/20.621.A G09G3/20.622.B G09G3/20.622.D 
G09G3/20.622.E G09G3/20.622.M G09G3/36 G02F1/1345 G11C19/00 G11C19/00.J

F-TERM分类号 2H092/GA59 2H092/JA24 2H092/JB13 2H092/JB63 2H092/JB69 2H092/PA06 2H093/NA16 2H093
/NC34 2H093/NC35 2H093/ND32 5C006/AC22 5C006/AF42 5C006/AF50 5C006/AF71 5C006/AF72 
5C006/BB16 5C006/BC03 5C006/BC20 5C006/BC22 5C006/BF03 5C006/BF49 5C006/FA16 5C006
/FA18 5C006/FA51 5C080/AA10 5C080/BB05 5C080/DD01 5C080/DD22 5C080/DD27 5C080/FF11 
5C080/JJ02 5C080/JJ03 5C080/JJ04 5C080/JJ05 2H193/ZA04 2H193/ZC34 2H193/ZF23 2H193/ZF24 
2H193/ZF42 2H193/ZF44 5B074/AA10 5B074/CA01

代理人(译) 臼井伸一
朝日 伸光

优先权 1020040118456 2004-12-31 KR

其他公开文献 JP4713246B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种液晶显示装置，其能够通过增加通过栅极线施加到像素区域内的薄膜晶体管的扫描信号的脉冲宽度来防止
由于信号的脉冲上升的延迟而导致的劣势。薄膜晶体管的导通时间，并且能够通过施加与相邻栅极线重叠的扫描信号而有效地防止
由于信号的脉冲上升的延迟而导致的不良，而不会增加尺寸或成本。→解决方案：液晶显示装置包括：液晶面板，具有由多条栅极
线和多条数据线限定的多个像素，并且包含在每个像素中具有薄膜晶体管的像素区域;栅极驱动部分，包括在液晶面板内制造的非晶
半导体，并将具有比像素区域的薄膜晶体管的导通时间长的脉冲宽度的扫描信号发送到栅极线;数据驱动部分连接到数据线并将图像
信号发送到数据线。Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/a7cd69d1-c013-4e90-9f61-671a7a73910f
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/036639811/publication/JP2006189767A?q=JP2006189767A



